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１３８ 絵画への人間行動学解析的アプローチ 

   《聖マタイの召命》その真実への入り口 

２０２５ 

真鍋友範 

 

１ カラヴァッジョ絵画解明への新視点 

 通常絵画は、過去に積み重ねられた美術文献を基礎として、その描画内容が研

究されている。 

 

 当然のこととして、内容解明の始点となるのは、言語化された文献史料だ。 

 もちろん、これは重要な判断材料であり、決して軽んじるものではない。 

 

 しかし、その視点から絵画内容を検討しただけでは、明らかにできないケース

が存在する。 

 

 重要な解明要素の一つは、【身体動作の読解】だ。 

 

人が他者と会話する場面で、人は相手と言葉上のキャッチボールを行うのだ

が、コミュニケーションしているのは、言葉だけではない。 

 

実は、人は実に多種類の【身体動作というコミュニケーション・ツール】 

を持っている。 

しかも、それらは言葉を補う重要なツールなのだ。 

 

大昔に、他地域の異なった言語で話す民族と交流した人達は、言葉では相手に

その意思が伝わらないという場面に遭遇した筈だ。 

 

そこで登場するのは【身体動作というコミュニケーション・ツール】だ。 

 決して完璧ではないが、その多くは、遠く離れた民族であっても理解でき得る

動作だ。 
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 過去の西欧映画の場面でも、身体動作は、多用されている。 

日本人から見れば、イタリア人が身体動作を多用している事実には同感できる

筈だ。 

 

 また、その証拠となるのは、現代人が携帯電話のメール機能で用いる絵文字だ

ろう。 

 絵文字の効果で、短い会話文であっても、その感情までもが相手に伝わってい

るのだ。 

 

 つまり、人間は、言葉のみで相互会話しているのではない、という当たり前の

事実だ。 

 

 【身体動作の読み取りが重要なのだ。】 

 

 この基本的な重要性が、あるバロック絵画の解読・解釈に於いて、ほぼ無視さ

れてきたという経緯があるので、紹介したい。 

 

 典型的な例が、バロック画家カラヴァッジョの描いた《聖マタイの召命》の絵

画解釈だ。 

          

《聖マタイの召命》１５９９−１６００ カラヴァッジョ 

 

ここで、必要になるのが、人間の行動様式を研究し、そこから人間文化を考察

する文化人類学的なアプローチだ。 
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 身体動作の正確な読み取りこそ重要な検討要素のだ。 

 

まず注目するのは、イエスに質問する髭男の左手の身体動作であるが、これが

間違った読みとりのまま、４００年以上経過しているのだ。 

 

髭男の親指が、真上に向かって立てられているのは、直前に自身の胸に押し当

てたからだ。 

 

しかし、確信を持てない髭男は、改めて『それとも、隣の眼鏡の収税人ですか。』

と問い直した場面が描かれている。 

 

更には、胸に当てた親指は、立てられた親指として、残像のように、次の隣の

眼鏡の収税史を指差す動作に重ねられているのだ。 

 

つまり、二段階の連続質問場面なのだ。 

 

見逃してはいけないのは、この髭男の親指の意味を正確に認識することなの

だ。 

 

ここを、バロック期の美術史家ベッローリは、正しく読み取れなかったのだ。 

 

つまり、『御用の方は、私ですか。』という意味に捉えたのだ。しかもイエスの

右手の意味が不明確であるために、問い返した場面であると、と誤判断したの

だ。 

 

一方のイエスの身体動作も、ご判断されている。 

 

ベッローリ説では、イエスの三段階動作は、認識されていない。 

右手の動作のみを読み取り、動作は無視している。 

 

イエスが左手の開いた掌を見せている理由や、右足を左側に一歩踏み出した

理由は語られない。身体動作が読み取られていないのだ。 

 

イエスの右手が、指差す動作であるとする誤認識は、特にひどい。 

 

イエスは、三段階の連続回答動作で、両替商である髭男の、２者択一質問連続
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質問に答えている。 

 

まず、質問する髭男に左掌を見せて、質問に答える意志を示し、続けて目的の

眼鏡の収税氏の顔が見える位置に視点を移動するために、右足を左側に一歩踏

み出している。最後に右腕を大きく半回転させ、向こう側の男であると動作で示

している。イエスから見て、向こう側の男は、ただ一人。それは眼鏡の収税史で

あり、召命対象のマタイその人なのだ。 

 

 

二段階の連続２者択一質問動作と三段階の連続動作によって構成された物語

を読めなければ、カラヴァッジョの創作したダイナミックな動画的画面構成に

は到達できないのだ。 

 

ベッローリの誤判断が、後世に与えた影響は大きく、現代においてもローマ・

カトリック教会（バチカン）は、この説を変えていない。 

 

また、多くのローマ・カトリック学派の美術史家は、現在もこの誤判断に従っ

た説を語り続けているのだ。 

 

天動説を非難したガリレオの名誉は、近年になり、ローマ・カトリック教会

（バチカン）の地動説の公認により、公式に認められた事実がある一方、この誤

判断の方は、同様にこれからも数百年は続くのかと、心配になる。 

んの 

この、登場人物たちの身体動作を、省略することなく、正確に読み取るという、

【人間の行動学解析手法による絵画解釈】を、これまで読んで頂いて賛同される

方には、ぜひ今後正しいカラヴァッジョ解釈として広めていただきたい。 

 

 

 

 

 

 

参考： 

   《聖マタイの召命》真実のストーリー 



 5 

 

 ２１    ８ ５   ４３ ６ ７ 

１） 親指を胸に当てる髭男の動作「私をお探しですか」（連続動作・前半） 

２）人差し指の動作「それとも、隣のメガネの収税人ですか」（連続動作・後半） 

３）イエスは、左手を広げて質問に返答する「答えよう」 

４）右足の一歩左側への位置移動 

＞＞＞＞その意味は、【メガネの収税人の顔が見える位置への視点移動】 

【決して、召命も終えることなく、イエスが帰ろうとしているのではない。】 

５）イエスの右腕・手首の回転動作 

【手首より先に力無し・指差し動作では無い】 

＊イエスの右手は、メガネ男の顔付近で回転を停止している。（普遍的動作） 

（ライトブルーの線） 

参考６） 右高窓から、父なる神からの一条の導きの点光が侵入する。（イエロー点線） 

参考７） ペテロの両足の軸線は、メガネの収税人の足元に向かっている。（オレンジ点線） 

参考８） 背を向けて腰掛けている男の腰の剣の軸線は、メガネの収税人の光点に 

向かっている。                     （ブルー点線） 

 イエスに呼ばれたマタイは、（右手を机に突いて寄りかかった姿勢から）立ち上がり、イ

エスに従ったのだ。（注：マタイ福音書に、マタイは、椅子から立ち上がったとは記述され

ていない。） 

＊あなたも眼鏡の収税史と同じ、４５度に背中を傾けた傾斜維持姿勢（ライトグレー）を

真似て、長時間同じ姿勢を維持しようとすると、１００パーセント右手を机に突いた姿勢に

なる。（ライトグリーン） 
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               （上からの簡略な位置関係図） 

 

   眼鏡の老取税史 C 

 

●  ●髭男  ●若い男 1       ●イエス A（移動前）Cがよく見えない 

        （視線）         （一歩移動） 

●若い取税人 テーブル         ●イエス B（移動後）Cがよく見える 

                （ペテロの両足の軸線） 
              ●若い男 2               ●ペテロ  

 

 

 

＊質問する髭男の【向こう側】にいる人物は、ただ一人。 

召命対象者は、眼鏡の老収税史だ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PREV ← ● → NEXT 

眼鏡の聖マタイトップページへ 

https://renaissance-baroque.art/137.pdf
https://renaissance-baroque.art/139.pdf
https://renaissance-baroque.art/

